
　
◆ 

連
携
協
働
に
よ
る
「
確
か
な
学
力
」

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
を

育
む
学
校
教
育
の
推
進

　
◆ 

社
会
教
育
活
動
に
よ
る
地
域
人
材
の

育
成
、
学
び
の
空
間
の
創
造

●
婚
活
支
援
施
策
の
推
進

　
◆
婚
活
支
援
施
策
の
推
進

2 

国
東
市
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る

「
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
く
に
さ
き
」

の
実
現

「
何
度
で
も
訪
れ
た
い
神
仏
習
合 

悠
久

の
歴
史
の
里
く
に
さ
き
」
の
実
現

◆
基
本
方
向

　
交
流
人
口
と
転
入
人
口
の
両
面
を
見
据

え
た
人
口
減
少
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

国
東
市
に
人
を
呼
び
込
め
る
流
れ
を
つ
く

る
よ
う
に
観
光
・
移
住
・
定
住
施
策
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
具
体
的
な
施
策

●
新
し
い
文
化
・
芸
術
施
策
の
推
進

　
◆ 

文
化
・
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

地
域
活
性
化
の
推
進

●
移
住
・
定
住
施
策
の
推
進

　
◆
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

　
◆ 

移
住
・
定
住
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
、
人
口
減
少
を
抑
制

● 

官
民
一
体
と
な
っ
た
国
東
市
観
光
の
体

制
の
構
築

　
◆ 

国
東
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光

な
漁
業
の
振
興

●
多
様
な
企
業
の
誘
致
活
動
の
推
進

　
◆ 

大
分
空
港
を
活
か
し
た
多
様
な
企
業

の
誘
致

● 

地
場
産
業
の
支
援
及
び
新
産
業
創
出
と

起
業
支
援
の
推
進

　
◆ 

新
産
業
創
出
と
起
業
経
費
の
低
減
を

図
る
た
め
、
施
設
及
び
情
報
発
信
体

制
の
整
備
を
推
進

　
◆
地
場
産
業
の
支
援

4 

時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

「
住
ん
で
良
か
っ
た 

住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
く
に
さ
き
」
の
実
現

「
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
く

に
さ
き
」
の
実
現

◆
基
本
方
向

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
は
、
そ
の
地
域
に
住
む

若
者
に
と
っ
て
も
、
将
来
に
わ
た
り
、
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
と
な

り
ま
す
。
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
支
え
る
た
め
に
は
、
地
域
の
活
力
を
取

り
戻
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
過
疎

化
が
進
行
す
る
中
で
も
、
地
域
住
民
が
い

き
い
き
と
暮
ら
し
、
地
域
が
元
気
で
あ
る

た
め
に
は
、
多
様
化
す
る
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
、
住
民
自
ら
が
地
域
に
寄
り
添

施
策
を
構
築
し
、
国
東
ブ
ラ
ン
ド
を

推
進

● 

各
種
情
報
の
一
元
化
に
よ
る
活
用
策
と

情
報
発
信
基
盤
整
備
の
推
進

　
◆ 

国
東
市
の
広
報
を
よ
り
魅
力
的
に

し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上

3
安
定
し
た
雇
用
の
創
出

「
働
き
た
い
、
働
け
る
く
に
さ
き
」
の

実
現

「
世
界
農
業
遺
産
の
里
・
く
に
さ
き
で

就
業
・
起
業
・
創
業
」
の
実
現

「『
ひ
と
』と
『
し
ご
と
』を
空
路
で
つ
な

ぐ
ま
ち
く
に
さ
き
」
の
実
現

◆
基
本
方
向

　
第
1
次
産
業
の
再
生
や
新
規
就
農
へ
の

支
援
、
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
、
大
分
空

港
と
い
う
最
大
の
条
件
を
活
か
し
た
多
様

な
企
業
誘
致
の
推
進
、
地
場
産
業
の
支
援

及
び
起
業
を
目
指
す
者
へ
の
支
援
体
制
、

雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

◆
具
体
的
な
施
策

● 

第
１
次
産
業
の
再
生
と
市
内
産
品
の
販

路
開
拓
支
援
策
の
推
進

　
◆ 

魅
力
的
な
農
業
を
推
進
し
、
新
規
就

農
者
を
確
保

　
◆ 

国
東
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
林
業

の
振
興

　
◆ 

国
東
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た

い
、
主
体
的
に
地
域
づ
く
り
に
参
画
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
続
け
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
住
民
の
不
安
を
払
拭
す
べ
く
、
安

心
・
安
全
な
住
環
境
を
整
え
、
地
域
に
活

力
を
創
生
し
ま
す
。

◆
具
体
的
な
施
策

● 

医
療
・
救
急
・
福
祉
施
策
の
一
体
的
推

進
　
◆ 

高
齢
者
の
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生

活
や
自
立
を
支
援

●
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
◆ 

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
総
合
的
な
施

策
の
推
進

　
◆ 

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
す
る

団
体
の
育
成
と
活
動
の
推
進

● 

防
災
・
防
犯
・
減
災
施
策
の
一
体
的
推

進
　
◆ 

万
全
な
備
え
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

な
国
東
市
を
目
指
す

●
地
域
交
通
施
策
の
推
進

　
◆ 

地
域
交
通
施
策
を
拡
充
し
、
自
立
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
図
る

※ 

国
東
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国

東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
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策
定
の
背
景

　
わ
が
国
の
人
口
は
２
０
０
８
年
の
１
億 

２
千
８
百
８
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少

時
代
へ
突
入
し
、
今
後
一
貫
し
て
人
口
が

減
少
し
続
け
る
と
い
う
推
計
を
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
国

は
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確

に
対
応
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
東
京
圏
へ
の
過
度
の
人
口
集
中
を
是

正
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本

社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
昨
年
11

月
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
創
生
法

を
公
布
し
、
そ
の
よ
う
な
日
本
社
会
の
実

現
の
た
め
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
国
東
市
で
は
、
国
東
市
の
人

口
の
将
来
展
望
を
示
す
「
国
東
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
、
そ
の
将
来
展
望
の
実
現
を

目
指
し
、
平
成
27
年
か
ら
５
年
間
の
目
標

や
施
策
を
ま
と
め
た「
国
東
市
総
合
戦
略
」

を
合
わ
せ
た
「
国
東
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

 

国
東
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
国
東
市
の
人
口

の
分
析
を
行
い
国
東
市
が
進
む
べ
き
方
向

性
と
人
口
の
将
来
展
望
を
提
示
し
て
い
ま

す
。
国
の
研
究
機
関
の
推
計
で
は
、
国
東

市
の
人
口
は
、
２
０
４
０
年（
平
成
52
年
） 

に
は
１
万
９
千
人
、
２
０
６
０
年
（
平

成
72
年
）
に
は
、
１
万
２
千
人
程
度
ま

で
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
に

２
０
２
０
年
（
平
成
32
年
）
ま
で
に
社
会

増
減
を
均
衡
、
２
０
２
１
年
以
降
年
間
30

人
の
社
会
増
を
実
現
、
２
０
４
０
年
（
平

成
52
年
）
に
合
計
特
殊
出
生
率
を
２
・
30

（
現
状
１
・
56
）
に
す
る
こ
と
が
達
成
で

き
れ
ば
、
２
０
６
０
年
（
平
成
72
年
）
に

は
約
２
万
１
千
６
百
人
の
人
口
が
確
保
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
、
約
９
千
人
の
人
口
減

少
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 

国
東
市
総
合
戦
略

　
国
東
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

て
、
平
成
27
年
か
ら
５
年
間
で
国
東
市
が

重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
の
方
向
性
を
示

し
て
い
ま
す
。
国
東
市
で
は
、
次
の
４
つ

の
基
本
目
標
を
定
め
、
具
体
的
な
施
策
を

提
示
し
、
そ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取

組
を
行
い
ま
す
。

1 

若
い
世
代
が
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
に
希
望
を
も
て
る
環
境

を
つ
く
る

「
く
に
さ
き
で
親
に
な
る
」
こ
と
の
よ

ろ
こ
び
と
そ
の
実
現

「
世
界
農
業
遺
産
の
里
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
の
び
の
び
学
べ
る
」
く
に
さ
き

の
実
現 

◆
基
本
方
向

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
若
い
世

代
の
「
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
」

に
対
す
る
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
乳

幼
児
か
ら
学
齢
期
の
子
育
て
等
に
関
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
て
切
れ
目
の
な
い
き
め
細
や
か
な
支
援

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
関
す

る
地
域
で
の
助
け
あ
い
、
支
え
合
い
が

で
き
る
支
援
体
制
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ

り
、
出
生
数
、
出
生
率
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
達
が
国
東
市
の
歴
史
や

文
化
を
理
解
し
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
と
誇

り
を
持
ち
続
け
る
と
と
も
に
、
世
界
に
認

め
ら
れ
た
世
界
農
業
遺
産
の
里
・
国
東
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
確
か
な
学
力
を
身

に
つ
け
、
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
を
育

む
た
め
の
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

◆
具
体
的
な
施
策

●
医
療
施
策
の
確
立

　
◆ 

医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
地
域

医
療
体
制
の
構
築

● 

子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
整
備
と
教
育

力
向
上
の
た
め
の
各
種
施
策
の
推
進

　
◆ 

国
東
で
「
子
育
て
を
し
た
い
・
さ
せ

た
い
」
と
思
う
体
制
の
確
立

　
◆ 

地
域
や
保
護
者
と
の
対
話
を
と
お
し

た
良
好
な
教
育
環
境
の
整
備
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国東市人口シミュレーション
社人研推計準拠

約九千人の
減少緩和

国
東
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
基
本
目
標

国
東
市
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
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